
別
府
に
お
け
る
伝
統
産
業
巾

　
－
湯
の
花
・
明
岩
・
硫
黄
生
産
の
背
景
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
　
松
　
　
　
栖

Ｏ
　
別
府
に
お
け
る
特
産
品

　
別
府
に
お
け
る
江
戸
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
特
産
品
と
し
て
医
薬
・

染
色
・
顔
料
な
ど
に
使
用
さ
れ
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
に
明

岩
地
区
で
生
産
さ
れ
た
「
明
岩
」
が
あ
っ
た
。
明
治
中
期
以
降
は
明
君

に
代
わ
っ
て
「
湯
の
花
」
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
伝
統
産
業
と
し
て

今
日
も
な
お
地
域
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
る
。
も
っ
と

古
く
は
火
薬
・
マ
ッ
チ
・
ゴ
ム
の
製
造
・
薬
用
・
漂
白
用
な
ど
に
使
う

も
の
と
し
て
、
「
硫
黄
」
の
生
産
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
農
産
品
と
し
て
は
、
日
出
藩
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
七
嶋

蘭
を
は
じ
め
青
筥
・
生
姜
・
芽
生
姜
・
レ
ン
コ
ン
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
に
も
竹
細
工
・
つ
げ
細
工
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
本
橋
に
お
い
て
は
、
特
色
あ
る
湯
の
花
・
明
岩
・
硫
黄
生
産

の
背
景
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
自
然
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
さ
ら
に
湯

の
花
生
産
の
起
因
と
な
っ
た
硫
黄
や
明
岩
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

１
　
湯
の
花
生
産
に
か
か
わ
る
地
域
の
自
然

　
巾
　
火
山
地
形
の
成
り
立
ち

　
別
府
の
中
心
地
は
、
北
部
を
別
府
北
断
層
、
南
部
を
由
布
院
断
層
と

堀
田
－
朝
見
川
断
層
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
地
溝
帯
の
部
分
に
位
置
し
て

い
る
。
別
府
地
溝
帯
と
そ
の
南
側
お
よ
び
北
側
の
地
域
で
は
、
白
亜
紀

（
中
生
代
の
一
四
四
Ｍ
ａ
～
六
五
Ｍ
ａ
）
の
花
肖
岩
類
を
基
盤
と
し
て

新
生
代
第
三
紀
以
降
（
二
四
。
六
Ｍ
ａ
～
二
Ｍ
ａ
）
の
火
山
活
動
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
火
山
地
形
が
形
成
さ
れ
た
。

　
火
山
群
の
成
り
立
ち
を
み
る
と
別
府
地
溝
帯
内
か
ら
地
溝
帯
の
南
緯

に
か
け
て
高
平
山
－
水
口
山
火
山
群
が
形
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
火
山
群
に
ば
湯
山
の
北
西
に
あ
る
高
平
山
火
山
、
由
布
岳
の
南
方

の
東
山
い
こ
い
の
森
に
あ
る
水
口
山
火
山
、
市
街
地
の
実
相
寺
山
、
大

平
山
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
新
し
い
火
山
活
動
に
よ
り
別
府

市
街
地
の
背
後
に
そ
び
え
る
伽
藍
岳
か
ら
内
山
、
鶴
見
岳
に
連
な
る
火

山
群
、
そ
の
西
方
に
由
布
岳
が
誕
生
し
、
全
体
と
し
て
由
布
－
鶴
見
岳

火
山
群
が
形
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
伽
藍
岳
東
方
に
位
置
し
て
い
る
高
平
山
（
八
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
由

布
岳
南
方
水
口
山
は
、
形
成
時
期
（
約
五
五
万
年
前
）
と
そ
の
地
質
に
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よ
り
、
位
置
的
に
隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
高
平
山
－
水
口
山
火
山
群
と

称
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
火
山
地
形
の
形
成
に
よ
っ
て
海
と
山
と
が
織
り
成
す
す
ぐ

れ
た
自
然
景
観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
を
代
表

す
る
温
泉
の
湧
出
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
閉
　
高
原
・
丘
陵
の
地
形

　
別
府
地
域
に
は
、
火
山
活
動
に
よ
る
広
大
な
高
原
や
丘
陵
地
が
あ
り
、

ト
ロ
イ
デ
火
山
と
高
原
地
形
が
織
り
成
し
豊
か
な
自
然
景
観
を
見
せ
て

い
る
。
高
原
と
し
て
は
、
北
部
に
十
文
字
原
高
原
と
大
間
高
原
、
西
部

に
塚
原
高
原
（
湯
布
院
町
）
、
南
部
に
城
島
高
原
が
あ
る
。
ま
た
、
小

鹿
山
周
辺
に
は
鳥
越
、
赤
松
お
よ
び
小
鹿
山
・
志
高
湖
・
東
山
丘
陵
地

が
あ
り
、
高
平
山
東
方
に
は
内
職
、
野
田
、
湯
山
、
鉄
輪
一
帯
の
丘
陵

地
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
成
因
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
十
文
字
原
高
原
は
、
陸
上
自
衛
隊
演
習
場
や
テ
レ
ビ
塔
電
波
送
信
所

（
Ｏ
Ｂ
Ｓ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
・
教
育
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
、
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
が
あ
り
、
市

街
地
が
一
望
で
き
る
場
所
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
高
原
で
あ

る
。
地
質
学
的
に
は
、
高
平
山
火
山
と
そ
の
北
方
の
鹿
嗚
越
火
山
、
西

ノ
合
流
紋
岩
の
溶
岩
台
地
（
ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ
の
あ
る
場
所
）
な

％

Ｉ
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別府地域の地形区分略図

●●火山地

圧コ高原・丘陸地

㎜扇状地・低地

ど
に
囲
ま
れ
た
火
山
性
高
原
で
あ
る
。
基
盤
を
な
す
の
は
鹿
鳴
越
溶
岩

や
高
平
山
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
堆
積
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

主
な
も
の
は
十
文
字
岩
層
な
だ
れ
堆
漬
物
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
高
原
は
全
体
的
に
は
平
坦
な
ス
ロ
ー
プ
地
形
を
し
て
い
る
が
、

詳
細
に
観
察
す
る
と
か
な
り
大
き
な
起
伏
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
起
伏
は

別
府
北
断
層
が
方
向
を
変
換
す
る
位
置
に
あ
た
り
、
平
行
す
る
多
く
の

他
断
層
群
へ
と
変
化
す
る
場
所
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
主
に
こ
れ
ら
多
く

の
活
断
層
の
活
動
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
る
。

　
高
平
山
東
方
丘
陵
地
は
、
高
平
山
火
山
が
中
心
に
な
っ
て
地
形
が
形

成
さ
れ
た
。
高
平
山
の
東
斜
面
は
径
一
。
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
馬
蹄
形

の
崩
壊
地
形
が
あ
り
、
そ
の
崩
壊
地
に
よ
る
鉄
輪
岩
層
な
だ
れ
堆
積
物

が
現
在
の
明
欝
、
漏
出
、
野
田
地
区
な
ど
に
流
下
し
丘
陵
地
が
で
き
た
。

こ
の
岩
層
な
だ
抑
は
大
観
山
ま
で
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
高
平
山
西
方
に
は
大
き
な
熱
源
を
有
し
て
い
る
伽
藍
岳
と
別
府
扇
状

地
（
石
塩
原
扇
状
地
）
と
の
境
目
に
活
断
層
（
鉄
輪
断
層
）
が
存
在
す

る
。
こ
の
丘
陵
地
に
は
明
冊
温
泉
、
鉄
輪
温
泉
が
あ
り
、
「
地
獄
め
ぐ

り
」
を
は
じ
め
と
す
る
現
在
の
別
府
温
泉
観
光
の
中
心
的
存
在
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
伽
藍
岳
の
熱
源
は
低
地
に
あ
る
亀
川
温
泉
ま
で
影
響
を

お
よ
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
熱
源
は
湯
山
・
明

僣
・
銅
山
な
ど
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
噴
気
現
象
を
も
た
ら
し
硫
黄
・
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明
欝
・
湯
の
花
の
生
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
③
　
地
域
を
取
り
巻
く
山
々

伽
藍
岳
・
・
・
。
・
湯
布
院
町
の
北
東
端
に
位
置
す
る
火
山
で
、
硫
黄
山

と
も
い
う
。
東
側
に
高
平
山
・
湯
山
丘
陵
増
加
あ
り
北
側
に
は
十
文
字

原
高
原
加
開
け
て
い
る
。
標
高
一
〇
四
五
メ
ー
ト
ル
で
、
塚
原
高
原
に

開
け
た
山
麓
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
は
塚
原
温
泉
場
が
あ
る
。
山
頂
は
円

丘
に
近
い
鐘
状
火
山
で
あ
る
。
南
側
は
、
内
山
と
向
か
い
合
っ
て
半
円

の
爆
裂
火
口
か
お
り
、
地
獄
谷
の
景
観
を
呈
し
硫
黄
が
採
取
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
山
名
の
由
来
と
な
っ
て
い

天間高原から伽藍岳を望む

る
。
山
腹
か
ら
吹
き
上
げ
る
噴

気
孔
か
ら
の
硫
気
ガ
ス
は
に
お

い
が
強
く
、
高
温
の
酸
性
泉
が

湧
出
す
る
。

大
平
山
　
（
扇
山
）
・
・
・
・
標

高
八
一
四
メ
ー
ト
ル
。
か
っ
て

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

旧
鶴
見
屈
伏
火
山
の
爆
裂
に
よ
っ

て
残
っ
た
の
が
大
平
山
で
、
ひ

と
き
わ
目
立
つ
今
の
鶴
見
岳
は

火
口
内
に
噴
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
平
山
の
据
に
緩
や

か
に
続
く
石
垣
原
扇
状
地
の
原
型
は
扇
山
な
い
し
旧
鶴
見
岳
の
泥
流
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
扇
山
の
頂
上
か
ら
東
方
向
に
広
が
る
な
だ
ら
か
な
扇
状
地
の
高
い
と

こ
ろ
は
草
原
と
な
り
、
そ
れ
に
続
く
緩
や
か
な
平
坦
地
は
樹
木
や
田
畑

と
住
宅
地
が
混
在
す
る
形
で
海
岸
線
に
連
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
草

原
と
住
宅
化
さ
れ
た
地
域
と
の
中
間
点
に
ゴ
ル
フ
塔
や
桜
の
園
・
陸
上

自
衛
隊
の
駐
屯
地
が
位
置
し
て
い
る
。

鍋
山
・
・
・
・
標
高
六
二
三
メ
ー
ト
ル
、
東
麓
に
明
鸞
温
泉
が
あ
る
。

南
側
山
腹
は
珪
酸
白
土
か
ら
な
る
山
体
の
一
部
が
露
出
し
セ
メ
ン
ト
や

水
ガ
ラ
ス
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ボ
ン
の
原
材
料
と
な
る
珪
酸
白
土
の
採
掘

跡
が
あ
る
。
古
く
は
豊
後
硫
黄
の
産
出
地
で
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
採

石
塔
の
跡
と
自
然
湧
出
の
露
天
風
呂
か
お
る
。

猫
ケ
岩
山
・
・
・
・
標
高
七
五
九
メ
ー
ト
ル
。
高
平
山
の
北
側
に
な
だ

ら
か
な
草
原
の
ス
ロ
ー
プ
で
連
な
る
猫
ヶ
岩
山
は
、
陸
上
自
衛
隊
十
文

字
原
演
習
他
の
西
側
に
位
置
し
て
お
り
、
山
の
背
後
の
西
斜
面
は
杉
や

檜
の
植
林
地
と
な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
伽
藍
岳
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
。

猫
ケ
岩
山
の
麓
か
ら
湧
出
す
る
水
は
冷
川
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
。

御
越
山
・
・
・
・
柴
石
川
中
流
左
岸
に
位
置
し
標
高
三
五
二
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
山
の
東
斜
面
は
別
府
湾
に
大
き
く
聞
か
れ
て
お
り
杉
や
松
な
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ど
の
植
林
地
や
水
田
・
畑
・
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
頂
上
か
ら
な
　
　
の
広
が
る
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
西
に
た
ど
る
と
十
文
字
尚
原
と
な
る
。
そ
の
大

部
分
は
草
原
で
通
称
扇
山
と
よ
ば
れ
、
亀
川
地
区
に
と
っ
て
の
御
越
山

は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
明
治
二
二
年
か
ら
大
正
一
三
年
ま
で
の
亀

川
地
区
の
自
治
体
名
の
元
と
な
っ
て
い
た
。

高
平
山
・
・
・
・
標
高
八
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
伽
藍
岳
の
東
方
に
位
置
し

て
い
る
。
高
平
山
火
山
は
、
高
平
山
を
中
心
に
銅
山
、
大
平
山
、
実
相

寺
山
、
大
観
山
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
高
崎
山
も
こ
の
火
山
群
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
さ
れ
て
い
る
。
岩
質
は
、

馬蹄形の崩壊地形のみられる高平山

角
閃
石
安
山
岩
ま
た
は
角
閃

石
デ
イ
サ
イ
ト
と
そ
れ
に
付

随
す
る
火
砕
岩
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。

大
観
由
・
・
・
・
高
平
山
か

ら
湯
山
の
丘
陵
地
、
北
鉄
輪

丘
陵
地
を
へ
て
、
鉄
輪
断
層

崖
の
上
に
つ
ら
な
る
標
高
一

　
㈲
　
明
鸞
・
湯
山
を
源
と
す
る
河
川

平
田
川
・
・
・
・
明
鸞
地
区
を
源
と
し
て
鉄
輪
の
地
獄
地
帯
を
東
に
流

れ
、
流
域
に
は
多
く
の
水
田
や
畑
地
が
聞
か
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は

宅
地
化
か
進
み
宅
地
の
間
に
水
田
が
点
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
平

田
川
の
流
路
は
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
が
最
大
川
幅
は
六
メ
ー
ト
ル

で
平
均
三
メ
ー
ト
ル
、
水
位
は
最
大
一
。
ニ
メ
ー
ト
ル
で
扇
山
扇
状
地

の
北
側
を
扇
側
沿
い
に
流
れ
別
府
競
輪
場
の
北
、
亀
川
東
町
で
別
府
湾

に
注
い
で
い
る
。
平
田
川
は
、
流
路
両
岸
に
分
布
す
る
温
泉
源
か
ら
余

水
と
し
て
高
温
の
温
水
が
数
多
く
流
れ
込
み
水
温
が
極
め
て
高
い
。

春
木
川
・
・
・
・
春
木
川
の
源
流
は
、
内
山
、
銅
山
、
大
平
山
の
自
然

林
に
囲
ま
れ
た
内
山
渓
谷
で
、
川
底
に
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
珍
し
い
景
観
を
な
し
て
い
る
。
水
源
か
ら
東
へ
約
七
。
五
手
口

下
り
別
府
湾
に
注
ぐ
。
恵
美
須
神
社
西
側
の
谷
あ
い
に
は
土
石
沢
を
防

ぐ
堰
堤
ダ
ム
が
作
ら
れ
、
貯
砂
量
一
六
。
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

最
大
級
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
堰
堤
が
中
下
流
域
に

七
二
メ
ー
ト
ル
の
大
観
山
は
、
　
　
設
け
ら
れ
、
階
段
状
の
河
川
と
な
っ
て
い
る
。

す
っ
か
り
宅
地
化
か
進
み
眺

望
の
優
れ
た
新
し
い
町
並
み

柴
石
川
・
・
・
・
漏
出
地
区
の
河
原
奥
を
水
源
と
し
て
お
り
湯
出
の
集

落
や
十
文
字
原
南
斜
面
の
余
水
を
集
め
藤
が
城
の
谷
あ
い
を
東
に
流
れ
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柴
石
温
泉
の
上
流
で
十
文
字
原
か
ら
流
れ
出
す
小
川
と
合
流
し

て
い
る
。
柴
石
温
泉
の
西
側
に
は
土
石
沢
を
防
ぐ
堰
堤
ダ
ム
が
　
上
万
万

造
ら
れ
流
路
の
景
観
が
一
変
し
た
。
流
れ
は
さ
ら
に
東
へ
と
進
゛

み
亀
川
地
区
の
。
中
心
部
を
新
川
と
な
っ
て
別
府
湾
に
注
い
で
い
ご

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ょ

　
こ
の
よ
う
に
地
域
を
取
り
巻
く
山
々
は
い
ず
れ
も
ト
ロ
イ
デ
ノ

（
溶
岩
円
頂
丘
）
火
山
群
で
粘
性
の
大
き
い
溶
岩
が
地
表
に
噴
Ｅ
ｊ
。
¨

出
し
、
固
結
し
て
ド
ー
ム
形
を
な
す
丘
と
な
り
単
成
大
山
と
な
っ
シ
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
一

て
い
る
。
ま
た
、
湯
山
・
明
僣
地
区
を
源
と
す
る
河
川
は
別
府
⊃

の
中
で
も
他
地
域
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
地
誠
二

の
温
泉
口
か
ら
流
出
す
る
余
水
や
地
表
面
に
表
出
し
た
噴
気
に
ふ
⊃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
・

よ
っ
て
温
め
ら
れ
高
温
な
流
水
が
み
と
め
ら
れ
地
熱
の
影
響
を
言

大
き
く
受
け
て
い
る
姿
が
う
か
が
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
］
宍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
♂
腿
／
？
￥
φ
φ
ａ

　
㈲
　
湯
の
花
生
産
の
原
点
と
な
る
豊
富
な
温
泉
群

　
別
府
市
内
の
北
西
部
に
位
置
す
る
満
山
・
明
岩
地
域
は
、
別

府
市
内
で
最
も
地
熱
の
活
発
な
活
動
が
認
め
ら
れ
る
地
域
で
あ

る
。
両
地
区
共
に
銀
山
と
高
平
山
の
麓
に
位
置
し
て
い
る
が
、

各
所
に
高
温
の
噴
気
を
伴
っ
た
温
泉
孔
群
が
分
布
し
て
お
り
、

別
府
の
伝
統
産
業
と
な
っ
て
い
る
湯
の
花
や
か
っ
て
は
明
僣
製

湯山・明番地区の温泉分布図
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造
の
拠
点
地
域
と
し
て
名
を
な
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
両
地
区
共
に
西
と
北
を
山
々
に
囲
ま
れ
、
東
や
南
に
聞
か
れ
て
い
る

山
間
の
地
域
で
あ
る
が
、
昭
和
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
代
に
は
珪
酸
白
土

の
生
産
地
と
し
て
盛
ん
に
採
掘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
共
に
豊
富
な

温
泉
湧
出
と
か
か
わ
り
が
あ
り
こ
の
地
域
一
帯
は
湯
の
花
生
産
の
原
点

と
な
る
豊
富
な
温
泉
群
の
分
布
地
域
で
あ
る
。

　
湯
山
・
明
岩
・
銀
山
地
域
の
温
泉
分
布
は
、
前
頁
の
図
の
通
り
で
あ

る
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
世
代
に
わ
た
っ
て
湯
の
花
採
集
の
地
と

し
て
高
温
な
地
熱
が
広
範
囲
に
わ
た
り
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２
　
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
硫
黄
の
生
産

　
巾
　
鍋
山
の
硫
黄

　
編
出
は
、
別
府
市
の
北
西
部
に
位
置
し
て
お
り
出
の
大
部
分
は
自
然

林
の
広
葉
樹
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
東
斜
面
は
毎
年
明
借
地
区
民
に
よ
っ

て
野
焼
き
を
行
う
草
地
と
杉
や
松
の
植
林
地
と
な
っ
て
い
る
火
山
で
あ

る
。
北
東
に
は
明
借
温
泉
、
湯
山
高
原
、
十
文
字
原
高
原
、
西
は
伽
藍

岳
に
続
き
、
南
は
春
木
川
上
流
を
は
さ
ん
で
大
平
山
（
肩
山
）
が
あ
り
、

山
腹
に
噴
気
ま
た
は
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。

　
こ
こ
銀
山
は
、
昔
よ
り
火
山
の
産
物
と
し
て
の
硫
黄
の
産
地
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
「
続
日
本
紀
」
に
、
元
明
天
皇
の
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
に
相
模
・

信
濃
・
陸
奥
が
硫
黄
を
献
上
し
た
と
あ
る
。
其
の
時
期
と
ほ
ぼ
同
じ
奈

良
時
代
（
七
一
〇
～
七
九
四
）
に
わ
が
国
で
初
め
て
硫
黄
を
産
出
し
だ

の
は
こ
こ
銅
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
を
奈
良
山
ま
た
は
平
城
山
と
呼
ぶ

和漢三才図会
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よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
ナ
ラ
山
が
役
っ
て
銅
山
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

と
幕
末
に
書
か
れ
た
「
鶴
見
村
伝
承
記
」
に
あ
る
と
言
う
。
鍋
山
が
硫

黄
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

銅
山
は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
に
渡
辺
五
郎
右
衛
門
が

間
発
し
た
明
君
製
造
地
場
五
ケ
所
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
銅
山
は
硫
黄
分
か
多
く
て
良
質
の
明
君
製
造
に
は
不
向
き
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
、
寺
高
良
安
著
（
東
京
美
術
刊
　
上
。
六

七
二
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
と
い
ま
で
も
信
州
の
産
出
す
る
硫
黄
は
色
が
白

く
螢
浄
で
鷹
眼
と
名
づ
け
ら
れ
最
上
と
さ
れ
て
い
る
。
色
は
微
黄
を
帯

び
鵬
翼
眼
と
い
わ
れ
る
も
の
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
羽
州
の
秋
田
か
ら
多
く

出
る
。
奥
州
の
福
島
の
も
の
が
中
と
さ
れ
る
。
豊
後
速
見
郡
・
玖
珠
郡

の
産
に
は
上
中
下
の
数
品
が
あ
り
、
薩
摩
の
も
の
を
下
と
す
る
。
庸
眼
・

鵬
翼
ウ
ノ
脹
の
二
種
は
砲
火
の
く
す
り
と
し
て
用
い
る
。
そ
の
他
は
青

黄
で
桂
く
な
く
燃
著
本
の
用
と
す
る
。
そ
れ
で
価
は
貴
賎
で
五
倍
の
差

か
お
る
。
〔
薬
店
で
は
唐
目
（
一
斤
を
一
六
〇
匁
と
す
る
の
を
唐
目
と

い
う
）
を
基
準
に
し
て
価
を
定
め
亘
。
山
か
ら
採
っ
て
く
る
の
は
ざ
っ

と
煮
て
土
気
お
よ
び
沫
を
取
り
去
る
。
こ
れ
を
煮
硫
黄
と
い
う
。
器
を

地
獄
の
上
に
覆
い
、
焔
気
の
着
く
と
こ
ろ
が
煤
の
よ
う
で
、
純
黄
の
も

の
を
生
硫
黄
と
い
う
。

　
五
流
赤
〔
石
亭
脂
　
石
流
丹
　
石
硫
芝
〕
　
つ
ま
り
硫
黄
の
多
赤
色

の
も
の
で
あ
る
。

　
五
硫
青
〔
冬
結
石
〕
　
つ
ま
り
硫
黄
の
多
青
色
の
も
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
廬
を
治
し
虫
を
殺
す
〔
硫
黄
と
効
用
は
同
じ
〕
。

　
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
、
唐
明
欝
の
多
量
輸
入
に
よ
っ
て
明
岩
製

造
の
採
算
が
取
れ
な
く
な
っ
た
五
郎
右
衛
門
は
明
岩
製
造
を
中
止
し
た

た
め
に
銅
山
は
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
。
の
ち
、
宝
暦
年
開
（
一
七
五

銅山硫黄採掘跡付近

一
～
一
七
六
四
）
に
、
森
頷

鶴
見
村
北
中
庄
屋
で
あ
っ
た

直
江
忠
五
郎
が
、
許
可
を
得

て
硫
黄
採
掘
を
は
じ
め
た
。

さ
ら
に
、
四
十
余
年
後
の
寛

政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八

〇
言
の
末
頃
忠
五
郎
の
子

孫
が
再
び
硫
黄
採
掘
を
手
が

け
、
以
後
、
直
江
庄
屋
が
採

掘
を
継
承
し
た
。
こ
の
鍋
出

産
の
硫
黄
は
、
豊
後
明
屏
と

同
じ
よ
う
に
上
質
で
、
国
内

-
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で
は
一
級
品
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
、
大
阪
の
商
家
で
売
買
さ
れ
た
。

　
銅
山
の
硫
黄
の
採
掘
に
つ
い
て
は
詳
し
い
記
録
に
乏
し
い
。
硫
黄
の

生
産
場
所
と
明
言
生
産
の
場
所
と
は
つ
な
が
り
の
あ
る
場
所
が
多
く
、

明
言
生
産
の
初
期
に
お
い
て
は
、
明
言
の
品
質
が
悪
く
、
又
、
安
価
な

唐
明
言
の
著
し
い
流
入
に
よ
っ
て
再
三
明
言
の
生
産
が
つ
ま
づ
い
て
硫

黄
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
明
言
の
地
場
を
壊
し

て
硫
黄
の
火
口
に
す
る
た
め
、
再
び
明
言
の
地
場
つ
く
り
に
手
間
が
か

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
閉
　
九
重
山
の
硫
黄

　
玖
珠
郡
田
野
の
硫
黄
鉱
山
か
ら
硫
黄
を
採
取
し
始
め
た
の
は
享
保
三

年
（
一
七
一
八
）
の
こ
ろ
か
ら
定
期
的
に
硫
黄
が
採
掘
さ
れ
て
い
た
。

精
錬
を
必
要
と
し
な
い
純
度
の
高
い
硫
黄
が
取
れ
る
良
鉱
で
あ
っ
た
が

硫
黄
鉱
山
と
し
て
経
営
が
安
定
し
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
は
土
中
か
ら
掘
り
出
す
「
堀
硫
黄
」
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀

末
か
ら
岩
の
元
か
ら
噴
き
出
る
硫
黄
を
石
を
積
み
回
し
て
口
に
戸
板
を

た
て
む
し
ろ
で
覆
っ
て
七
日
ご
と
に
取
り
出
す
「
練
り
硫
黄
」
に
な
っ

た
と
い
う
。

　
次
第
に
硫
黄
の
噴
出
が
減
少
し
た
が
慶
応
初
め
か
ら
再
び
増
加
し
た
。

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
、
大
阪
の
広
海
二
三
郎
に
よ
っ
て
鉱
区
が

広
げ
ら
れ
同
二
三
年
ご
ろ
か
ら
一
定
の
産
出
量
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
経
営
さ
れ
た
。
当
時
、
硫
黄
山
で
採
掘
さ
れ
た
硫
黄
は
、
馬
の
背
に

乗
せ
て
湯
平
経
由
で
多
方
面
へ
輸
送
す
る
コ
ー
ス
が
取
ら
れ
た
が
、
採

掘
量
の
増
加
と
共
に
荷
馬
車
が
通
る
よ
う
な
道
路
が
必
要
と
な
っ
た
。

需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
明
治
三
七
年
湯
布
院
町
の
川
西
へ
硫
黄
道
路
を

開
く
な
ど
し
て
増
産
に
努
め
日
本
有
数
の
硫
黄
山
と
さ
れ
た
。
硫
黄
の

良
し
悪
し
は
硫
黄
の
純
度
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
が
、
純
度
は
九
九
。

八
八
Ｉ
セ
ン
ト

と
日
本
一
の
良

質
を
誇
っ
た
。

九重山の硫黄採跡

　
③
　
硫
黄
精

　
　
製
の
方
法

　
硫
黄
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
や

ロ
ー
マ
で
は
二

酸
化
硫
黄
を
く

ん
蒸
や
漂
白
に

も
ち
い
て
い
た
。

そ
の
後
、
医
薬

や
黒
色
火
薬
・
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花
火
な
ど
に
広
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。
天
然
に
採
れ
る
硫
黄
は
、
土
砂

な
ど
の
不
純
物
が
混
じ
っ
て
お
り
良
質
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
上
質
の
硫
黄
を
作
る
に
は
、
そ
の
不
純
物
を
分
離
し
て
粗
硫
黄
を
っ

く
り
こ
れ
を
瓦
ら
に
精
製
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
特
上
質
と
言

わ
れ
た
鍋
山
硫
黄
の
製
造
法
は
直
江
庄
屋
の
秘
伝
で
あ
っ
た
ら
し
く
今

で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
「
鶴
見
村
伝
承
記
」
に
は
銀
山
硫
黄
に
つ
い
て
お
よ
そ
つ

ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
こ
の
山
に
て
、
硫
黄
製
作
の
手
続
き
を
い
え
ば
、
先
山
の
北
の
か
た

に
あ
た
り
て
東
西
に
長
く
、
大
な
る
巌
た
ち
つ
ら
な
り
て
、
そ
の
岩
根

の
か
た
よ
り
火
気
た
ち
出
る
な
り
。
こ
こ
よ
り
南
の
か
た
に
広
く
な
だ

れ
く
だ
り
た
る
と
こ
ろ
の
窪
間
に
平
地
あ
り
て
、
此
の
と
こ
ろ
を
小
屋

床
と
い
い
、
製
作
す
る
の
家
を
建
て
た
り
、
こ
こ
よ
り
す
こ
し
西
の
か

た
よ
り
自
然
に
水
湧
き
で
て
紬
谷
川
と
な
り
て
、
小
屋
床
を
流
れ
く
だ

る
事
な
り
。

　
さ
て
、
山
上
の
北
の
岩
根
よ
り
、
小
屋
床
ま
で
の
間
な
る
を
硫
黄
の

地
場
と
し
て
石
ま
じ
り
の
砂
山
な
り
。
こ
の
上
中
の
縦
横
に
火
気
の
通

う
ご
と
く
、
石
も
て
そ
の
気
路
を
作
り
通
し
置
く
こ
と
な
り
。
さ
す
れ

ば
自
然
と
此
の
地
場
小
石
砂
な
ど
の
中
に
、
硫
黄
凝
り
つ
き
生
ず
る
こ

と
な
り
。
こ
れ
を
山
詞
に
硫
黄
を
吹
き
付
け
る
と
い
え
り
。
尤
も
、
年

久
し
く
な
る
ほ
ど
硫
黄
の
よ
く
凝
り
加
た
ま
り
け
る
事
な
り
。

　
こ
の
荒
土
硫
黄
を
地
場
よ
り
ツ
ル
ハ
シ
を
持
っ
て
砕
き
取
り
だ
し
て
、

堅
本
の
棒
ま
た
は
槌
な
ど
に
て
、
よ
く
よ
く
細
か
に
打
ち
く
だ
き
、
そ

れ
を
竹
に
て
作
り
た
る
節
に
て
ふ
る
い
て
、
石
と
砂
と
を
あ
ら
あ
ら
取

捨
て
、
前
に
云
え
る
谷
水
を
ほ
ど
よ
く
堰
溜
て
こ
れ
を
洗
い
川
と
い
う
。

　
こ
れ
に
う
ち
入
れ
て
、
鍬
に
て
い
く
た
び
も
水
の
中
に
て
切
り
か
え

し
切
り
加
え
し
て
水
に
和
し
て
硫
黄
と
土
と
を
洗
い
分
け
る
こ
と
な
り
。

是
十
月
よ
り
山
を
は
じ
め
三
月
ま
で
の
事
な
れ
ば
、
寒
中
を
専
ら
に
し

て
、
か
か
る
山
上
の
寒
風
烈
し
き
場
所
に
て
、
水
に
ひ
た
り
て
の
業
に

し
あ
れ
ば
、
年
老
い
た
る
も
の
ど
も
は
成
り
が
た
き
よ
し
な
り
け
り
。

　
か
く
洗
い
分
け
る
に
年
久
し
加
ら
ざ
る
硫
黄
は
水
に
溶
け
、
ま
た
は

土
に
ま
じ
り
流
れ
失
し
て
洗
い
川
の
底
に
止
ま
る
所
の
硫
黄
少
な
き
こ

と
な
り
と
か
や
。

　
さ
て
、
こ
れ
を
策
に
取
り
あ
げ
水
を
よ
く
よ
く
た
ら
し
て
後
、
藁
鐘

の
上
に
移
し
て
、
五
枚
重
ね
と
い
わ
れ
る
鉄
の
釜
を
鋳
立
て
さ
せ
お
る

に
置
き
て
、
件
の
荒
硫
黄
を
釜
中
に
い
れ
て
焚
く
時
は
、
自
然
と
溶
け

て
泥
の
ご
と
く
な
る
こ
と
な
り
。
尤
も
、
こ
の
煮
か
た
、
且
、
火
加
減

等
に
伝
え
あ
り
と
か
や
。
ま
た
、
加
味
の
も
の
な
ど
あ
り
て
、
是
を
一

山
の
秘
事
と
す
れ
ば
、
山
船
頭
の
外
は
伝
え
知
る
者
な
し
。
山
船
頭
と

は
、
こ
の
煮
か
た
を
す
る
も
の
に
て
、
よ
く
よ
く
巧
じ
の
入
る
こ
と
な
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り
。
こ
れ
を
小
屋
中
の
長
と
せ
り
。

　
か
く
煮
る
溶
け
て
宜
し
き
時
合
い
を
見
は
か
ら
い
、
松
の
一
寸
板
に

て
結
立
て
た
る
桶
の
底
に
は
竹
の
す
を
鋪
、
た
る
に
、
こ
の
湯
を
汲
み

入
れ
て
、
ま
た
、
松
の
厚
板
に
て
深
さ
壱
尺
五
寸
・
長
さ
六
尺
・
横
三

尺
ほ
ど
の
箱
を
作
り
、
上
中
に
居
置
き
、
こ
の
上
に
件
の
桶
を
な
ら
べ

置
く
時
は
、
硫
黄
の
正
味
、
下
の
箱
に
し
た
た
り
落
ち
て
溜
ま
り
固
ま

る
こ
と
な
り
。
こ
れ
則
ち
、
製
法
硫
黄
の
正
味
な
り
。

　
さ
て
、
こ
の
硫
黄
の
粕
桶
に
残
り
た
る
砂
交
じ
り
の
も
の
、
い
ま
だ

温
か
く
に
し
て
か
た
ま
ら
ざ
る
中
に
、
花
器
の
硫
黄
鉢
、
あ
る
い
は
庭

の
飛
び
石
な
ど
を
好
事
の
人
の
望
み
に
任
せ
て
さ
ま
ざ
ま
の
形
に
装
作

す
る
に
、
い
と
雅
な
る
も
の
な
り
け
ら
し
。

　
枚
て
ま
た
、
硫
黄
の
山
稼
ぎ
は
稲
麦
の
穂
の
上
に
て
は
忌
む
こ
と
と

い
い
て
、
冬
十
月
よ
り
出
を
は
じ
め
、
春
三
月
を
か
ぎ
り
に
出
を
引
き

払
い
、
六
月
一
ケ
月
ま
た
か
せ
ぎ
て
、
七
月
よ
り
九
月
ま
で
休
出
す
る

こ
と
な
り
。

　
こ
れ
は
俗
説
に
強
き
風
吹
く
と
き
は
硫
黄
風
と
い
う
こ
と
あ
り
。
故

に
夏
秋
二
季
の
穂
の
う
え
を
見
合
い
て
下
山
す
る
こ
と
、
こ
こ
の
な
ら

い
な
り
。

　
さ
て
、
こ
の
出
の
硫
黄
た
る
や
、
前
に
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
ま
こ
と

に
皇
朝
、
最
上
の
佳
品
た
る
こ
そ
、
そ
の
品
を
見
て
し
り
給
う
べ
し
』

　
こ
の
銅
山
の
硫
黄
の
製
法
は
、
古
い
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
銅
山
の
自
然
条
件
を
う
ま
く
利
用
し
た
製
法
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
㈲
　
今
日
の
硫
黄
の
姿

　
今
日
の
硫
黄
の
製
法
は
、
硫
黄
鉱
床
か
ら
採
取
す
る
方
法
と
石
油
、

天
然
ガ
ス
か
ら
回
収
あ
る
い
は
排
煙
脱
硫
か
ら
の
回
収
の
方
法
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
岩
塩
ド
ー
ム
の
硫
黄
鉱
床
に
直
接
パ
イ
プ
を
差
し
入

れ
、
之
に
熱
水
ま
た
は
高
熱
蒸
気
を
圧
入
し
溶
け
た
硫
黄
を
吸
い
上
げ

る
方
法
で
安
価
に
生
産
し
て
い
る
。
こ
れ
は
硫
黄
鉱
床
の
規
模
が
大
き

い
の
で
こ
の
よ
う
な
方
法
が
取
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
、
硫
化
物
鉱
石
を
ば
い
焼
す
る
方
法
な
ど
で
生
産
し
て
い

た
が
ヽ
二
酸
化
謝
黄
ガ
ス
が
発
生
し
公
害
の
発
生
源
と
な
る
た
め
に
姿

を
消
し
つ
つ
あ
る
。
逆
に
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
使
用
量
が
増
大
す
る
と

共
に
二
酸
化
硫
黄
ガ
ス
の
発
生
も
増
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
公
害
防

止
の
目
的
か
ら
重
油
の
水
素
化
脱
硫
、
燃
焼
ガ
ス
の
排
煙
脱
硫
が
行
わ

れ
回
収
硫
黄
の
生
産
が
伸
び
て
い
る
。

　
硫
黄
そ
の
も
の
は
、
常
温
で
黄
色
の
固
体
で
無
臭
の
も
ろ
い
結
晶
体

で
あ
る
が
、
熱
す
る
と
溶
解
し
、
点
火
す
る
と
青
い
炎
を
出
し
て
燃
え

る
。
非
金
属
元
素
の
一
つ
で
元
素
記
号
は
『
Ｓ
』
で
斜
方
硫
黄
、
単
斜
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硫
黄
な
ど
の
同
位
体
か
お
る
。
国
内
で
は
古
く
か
ら
火
山
地
帯
に
多
く

産
出
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
に
お
い
て
も
シ
チ
リ
ア
島
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
、
メ
キ
シ
コ
、
ス
ベ
イ
ン
な
ど
の
火
山
地
帯
で
は
遊
離
硫
黄
（
自
然

硫
黄
）
と
し
て
産
出
さ
れ
て
い
る
。
火
薬
、
マ
ッ
チ
、
薬
剤
と
し
て
多

く
用
い
ら
れ
た
。
天
然
に
は
遊
離
の
状
態
で
自
然
硫
黄
と
し
て
、
又
、

広
く
鉄
そ
の
他
の
重
金
属
と
結
合
し
た
硫
化
物
の
黄
鉄
鉱
、
方
鉛
鉱
、

亜
鉛
鉱
、
黄
銅
鉱
と
し
て
存
在
す
る
。
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別府明爵温泉の湯の花製造技術が国の重要無形民俗文化財に指定されることとなった。

　　　　　　　(平成18年１月20日、文化審議会が文部科学大臣に答申)
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